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産
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会
は
、

農
業
や
商
工
業
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
、「
第　

回
東
や
ま
と
産

４５

業
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

自
転
車
で
下
図
の
駐
輪
場
に
駐

輪
す
る
か
、
徒
歩
・
ち
ょ
こ
バ

ス
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
準
備
の
た
め
、　

月　

日
貅

１０

３０

か
ら
市
役
所
駐
車
場
が
狭
く
な

り
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月
１
日
貍
午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
４
時
（
開
会
式
は
午

前
９
時　

分
か
ら
）・
２
日
豸
午

３０

前
９
時
〜
午
後
３
時　

分
（
閉

３０

会
式
は
午
後
３
時　

分
か
ら
）

３０

※
今
年
の
「
野
菜
宝
船
の
宝
分

け
」
は　

月
２
日
豸
午
後
２
時

１１

　

分
か
ら
開
始
し
ま
す
。

３０▽
会
場　

農
業
部
門 

市
役
所

北
側
（
下
図
の
Ａ
）、 
商
工
部

門 

市
役
所
庁
舎
東
側
・
中
庭

（
下
図
の
Ｂ
）

▽
問
合
せ　

産
業
ま
つ
り
（
農

業
部
門
）
実
行
委
員
会
事
務
局

（
Ｊ
Ａ
東
京
み
ど
り
東
大
和
支

店
内
）
�　

―　

―
４
３
８
３
、

０４２

５６１

産
業
ま
つ
り
（
商
工
部
門
）
実

行
委
員
会
事
務
局
（
東
大
和
市

商
工
会
内
）
�　

―　

―
１
１

０４２

５６２

３
１
へ
。

　

同
時
に
開
催
す
る
催
し
物

◎
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　

月
１
日
貍
午
前　

時
〜
午

１１

１０

後
５
時
（
予
定
）
／
中
央
公
民

館
ホ
ー
ル
等
／
ダ
ン
ス
・
バ
ン

ド
等
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
／
中
央

今号の主な記事
  市政功労者を表彰しました  ……………2面
タウンミーティング・市長と語ろう会  …2面
ごみの有料化が始まりました  …………3面
かるがもまつり  …………………………4面
講演と音楽のつどい  ……………………5面
 情報マップ・市民情報  ………………６・７面
 ハミングホール・市民記者レポート  …8面

▽
期
日　

平
成　

年
３
月　

日

２７

２１

（
祝
日
）〔
雨
天
決
行
〕

▽
コ
ー
ス
・
種
目
・
参
加
資
格
・

距
離
・
ス
タ
ー
ト
時
間
・
参
加

費　

下
表
の
と
お
り

▽
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

多
摩

湖（
村
山
貯
水
池
） 下
堰
堤 
広
場

し
も
え
ん
て
い

▽
募
集
チ
ー
ム
数　

１
チ
ー
ム

４
人
で
編
成
し
て
く
だ
さ
い
。

�
多
摩
湖
周
回
コ
ー
ス 
　

チ
２５０

ー
ム
（
申
込
順
）

�
公
園
周
回
コ
ー
ス 
　

チ
ー

１００

ム
（
申
込
順
。
小
学
生
の
部
は

除
く
）

▽
申
込
期
間　

郵
便
振
込
は　
１１

月
４
日
貂
〜　

月　

日
貊
、
イ

１２

２６

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
は
平
成

　

年
１
月　

日
貅
ま
で
。

２７

１５

※
状
況
に
よ
り
期
間
内
で
も
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
（http://tam

ako-ekiden.
com
/

）
ま
た
は
専
用
の
郵
便
払

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

参
加
費
を
添
え
て
払
い
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

※
大
会
要
項
・
専
用
の
郵
便
払

込
用
紙
は
社
会
教
育
課
（
市
役

所
５
階
） 、 
市
民
体
育
館
で
配
布
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
５
ま
で
。

自然を大切にし

きまりを守り、住みよい

郷土をつくりましょう

〔東大和市市民憲章（抄）〕

第
 ４５
 回
 

東
や
ま
と
産
業
ま
つ
り

第
 ４５
 回
 

東
や
ま
と
産
業
ま
つ
り

東
大
和
市
役
所
周
辺
で
開
催

11
 月
 1
 日
貍
・
2
 日
豸
 

公
民
館
�　

―　

―
２
４
５
１

０４２

５６４

ま
で
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
等
の
無
料

抽
選
会

　

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
、
ま
だ

使
用
で
き
る
家
具
等
を
無
料
で

お
譲
り
す
る
抽
選
会
で
す
。

展
示　
　

月
１
日
貍
午
前　

時

１１

１０

〜
午
後
４
時
・
２
日
豸
午
前
９

時
〜
午
後
２
時
／
市
役
所
車
庫

棟
（
庁
用
車
駐
車
場
南
側
）
／

抽
選　
　

月
２
日
豸
「
東
や
ま

１１

と
産
業
ま
つ
り
」
終
了
後
／
抽

選
結
果
は
当
選
し
た
方
の
み
に

電
話
で
連
絡
し
ま
す
。
引
き
取

り
は
連
絡
後
７
日
以
内
の
平
日

に
当
選
者
が
市
役
所
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
／
ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

◎
不
用
食
器
の
回
収

　

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
食
器

（
陶
磁
器
の
物
）
を
回
収
し
ま

す
。

回
収
時
間　

両
日
と
も
午
前　
１０

時
〜
午
後
３
時
／
市
役
所
車
庫

棟
前
（
庁
用
車
駐
車
場
南
側
）

／
回
収
で
き
る
食
器　

陶
磁
器

製
（
せ
と
も
の
）
の
茶
碗
・
皿
等

（
汚
れ
は
必
ず
落
と
し
、
箱
・

袋
等
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
）

／
ご
み
対
策
課
・
内
線
１
２
４

１
ま
で
。

◎
喜
多
方
市
に
よ
る
「
そ
ば
打

ち
」

　

友
好
都
市
福
島
県
喜
多
方
市

に
よ
る
打
ち
立
て
そ
ば
の
提
供

（
１
杯　

円
）
を
市
役
所
食
堂

６００

で
行
い
ま
す
／
市
民
生
活
課
・

内
線
１
７
１
１
ま
で
。

◎
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
特
設

相
談

　
　

月
１
日
貍
・
２
日
豸
午
前

１１

　

時
〜
午
後
３
時
／
産
業
ま
つ

１０り
会
場
内
／
国
・
独
立
行
政
法

人
・
都
等
の
業
務
に
関
す
る
苦

情
、
要
望
な
ど
／
事
前
申
込
み

は
不
要
で
す
／
秘
書
広
報
課
・

内
線
１
４
１
３
ま
で
。

（B） 
  商工部門会場商工部門会場 

（A） 
  農業部門会場農業部門会場 

会 場 案 内 図 

※会場周辺は駐輪 
  できません。　 

会議棟 

 N

中　央 
公民館 

中　央 
図書館 

市役所 

市役所車庫棟 

（B） 
  商工部門会場 

（A） 
  農業部門会場 

市役所通り※歩道は駐輪禁止です。 

ちょこバス停留所（昼ルートのみ） 

商工 
会館 

都
立
東
大
和
高
校 

× 

× 

×
印
が
車
両
通
行
止 

駐輪場 

保健 
センター 

× 

東大和産業まつりスケジュール
商工部門農業部門

　
 
月 
１ 
日 
貍

１１

【
出
店（
展
）ブ
ー
ス
】

○
商
工
業
者
に
よ
る
展
示
・
即
売
、

模
擬
店
、
団
体
Ｐ
Ｒ
等

○
福
島
県
喜
多
方
市
物
産
販
売

【
ス
テ
ー
ジ
】

○
ス
タ
ン
プ
会
イ
ベ
ン
ト

○
武
蔵
野
美
術
大
学
サ
ン
バ
パ
レ
ー
ド

○
Ｊ
Ｔ
Ｃ
吹
奏
楽
団
演
奏

○
東
大
和
南
高
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

○
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
（
和
太
鼓
）

○
農
産
物
共
進
会
・
野
菜
宝
船
の
展
示

○
農
産
物
の
即
売

○
わ
ら
細
工
展
示
・
実
演

○
は
ぼ
た
ん
の
無
料
配
布

○
民
謡
踊
り

○
植
木
・
苗
木
の
販
売

○
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー

○
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

○
体
験
農
園
パ
ネ
ル
展
示

○
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス

　
 
月 
２ 
日 
豸

１１

【
出
店（
展
）ブ
ー
ス
】

○
商
工
業
者
に
よ
る
展
示
・
即
売
、

模
擬
店
、
団
体
Ｐ
Ｒ
等

○
福
島
県
喜
多
方
市
物
産
販
売

【
ス
テ
ー
ジ
】

○
ス
タ
ン
プ
会
イ
ベ
ン
ト

○
出
前
寄
席

○
Ｊ
Ｔ
Ｃ
吹
奏
楽
団
パ
レ
ー
ド

○
市
内
中
学
校
音
楽
祭
（
三
中
・
四

中
・
五
中
）

○
野
菜
宝
船
の
展
示
・
宝
分
け
（
午

後
2
時　

分
か
ら
）

３０

○
農
産
物
の
即
売（
農
産
物
共
進
会
展

示
分
を
含
む
）

○
わ
ら
細
工
展
示
・
実
演

○
清
水
ば
や
し
・
和
太
鼓

○
植
木
・
苗
木
の
販
売

○
模
擬
店
コ
ー
ナ
ー

○
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

○
体
験
農
園
パ
ネ
ル
展
示

○
抹
茶
の
サ
ー
ビ
ス

多摩湖 
　駅伝大会 
多摩湖 
　駅伝大会 
早春の多摩湖を  
　 駆 け 抜 け て  
　 　 み ま せ ん か  

コース・種目・参加資格・距離・スタート時間・参加費
参加費
(チーム単位 )

ス タ ー ト
時間距離参加資格種　目コー ス

10,000円
午前 9 時
30分

4区間
28.968㎞

官公庁、会社、大学、スポーツクラブ等
の単位で編成するチーム一 般 の 部

多
摩
湖
周
回

コ
ー
ス 各高校、スポーツクラブ等の単位で編

成するチーム高 校 の 部

10,000円

午前 9 時
40分

4区間
9.628 ㎞

官公庁、会社、大学、高校、スポーツ
クラブ等の単位で編成するチーム一 般 の 部

公
園
周
回

コ
ー
ス

官公庁、会社、大学、高校、スポーツ
クラブ等の単位で編成する女子チーム一般女子の部

 4 人の競技者年齢合計が 180歳以上で
編成するチーム (男女混合可。大会当
日現在の年齢）

壮 年 の 部

3,000円

各中学校、スポーツクラブ等単位で編
成する男子チーム中学男子の部

各中学校、スポーツクラブ等単位で編
成する女子チーム中学女子の部

2,000円
午前 11時
30分

各小学校、スポーツクラブ等の単位で
編成する男子チーム小学男子の部

各小学校、スポーツクラブ等の単位で
編成する女子チーム小学女子の部

1 1月 1 日の市役所（本庁舎）の土曜窓口業務（平日業務の一部）は実施しますが、産業まつりのため駐車場は利用できません／問合せ・企画課1424まで

▲野菜宝船の展示

▲会場の様子
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９
月　

日
に
野
山
北
公
園
運

１７

動
場
に
お
い
て
、「
平
成　

年
度

２６

自
衛
消
防
審
査
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

自
衛
消
防
審
査
会
は
、
北
多

摩
西
部
消
防
署
管
内
の
各
事
業

所
に
お
け
る
自
衛
消
防
技
術
の

向
上
と
、
自
衛

消
防
訓
練
の
成

果
確
認
を
目
的

に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
一

号
消
火
栓
の
部

で
は
、
市
内
事

業
所
の
東
大
和

市
役
所
、
二
号

消
火
栓
の
部
で

は
、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
風

の
樹
が
優
勝
し

ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

北
多
摩
西
部
消
防

署
�　

―　

―
０
１
１
９
へ
。

０４２

５６５

　

市
内
に
は
、建
築
物
の
新
築
、

増
改
築
や
壁
の
塗
り
替
え
等
を

実
施
す
る
場
合
に
、
工
事
着
手

の　

日
前
ま
で
に
、
市
へ
の
届

３０
出
が
必
要
と
な
る
地
区
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
届
出
が
必
要
と
な
る
地

区
に
は
「
地
区
計
画
」
と
い
う

ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、

建
物
の
使
い
道
・
高
さ
・
色
彩
、

敷
地
の
大
き
さ
な
ど
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

▽
地
区
計
画
が
決
定
し
て
い
る

地
区　

①
湖
畔
二
丁
目
地
区
②

向
原
団
地
地
区
③
上
北
台
駅
周

辺
地
区
④
立
野
一
丁
目
地
区
⑤

桜
が
丘
二
丁
目
地
区
⑥
清
水
六

丁
目
・
狭
山
五
丁
目
地
区
⑦
立

川
東
大
和
線
沿
線
地
区

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
５
ま
で
。

　

東
京
都
と
区
市
町
村
で
、　
１０

月　

日
貉
〜　

日
貊
の
間
、「
困

２２

３１

り
ま
す
！
自
転
車
置
き
ざ
り
知

ら
ん
ぷ
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

駅
前
放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

○
放
置
自
転
車
等
は
み
ん
な
の

迷
惑

　

自
転
車
等
の
「
放
置
」
と
は
、

駐
車
時
間
の
長
短
や
利
用
目
的

に
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
が
自

転
車
等
駐
車
場
以
外
の
場
所
に

置
い
て
自
転
車
等
か
ら
離
れ
、

直
ち
に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
態
を
言
い
ま
す
。
放
置

自
転
車
等
は
、
街
の
景
観
を
損

な
う
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
、
お
子
さ
ん
な

ど
に
非
常
に
危
険
で
す
。
特
に
、

視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク

上
の
放
置
自
転
車
等
は
、
視
覚

に
障
害
の
あ
る
方
の
通
行
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。
災
害
時
や
緊

急
時
の
障
害
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
自
転
車
等
利
用
自
粛
の
お
願

い
　

市
内
の
各
駅
周
辺
の
駐
車
場

は
、
い
ず
れ
も
大
変
混
雑
し
て

い
ま
す
。
市
内
各
駅
か
ら
お
お

む
ね　

メ
ー
ト
ル
以
内
に
お
住

８００

ま
い
の
方
は
、
自
転
車
等
利
用

の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直

接
語
り
合
う
「
市
長
と
語
ろ
う

会
」（
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）

を
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
、「
公

共
交
通
に
つ
い
て
」
が
テ
ー
マ

で
す
。
公
共
交
通
網
や
協
働
で

育
て
る
地
域
交
通
〔
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
や（
仮
称
）コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
タ
ク
シ
ー
等
〕
に
つ
い
て

市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。 

▽
日
時
・
場
所　

�
第
１
回 
　

月　

日
貉
午
後

１１

１２

７
時
〜
８
時　

分
／
市
役
所
会

３０

議
棟
第　

会
議
室

１０

�
第
２
回 
　

月　

日
貍
午
後

１１

１５

１
時　

分
〜
３
時
／
市
役
所
会

３０

議
棟
第
１
・
２
会
議
室

※
手
話
通
訳
を
希
望
す
る
方
は
、

　

月　

日
貊
ま
で
に
、
フ
ァ
ク

１０

３１

ス
（　

―　

―
５
９
３
０
）
で

０４２

５６３

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

都
市
計
画
課
・
内

線
１
２
５
６
ま
で
。

◎
ち
ょ
こ
バ
ス
に
広
告
を
出
し

ま
せ
ん
か

　

年
間
一
三
万
一
、
〇
〇
〇
人

が
利
用
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
（
ち
ょ
こ
バ
ス
）
に
広
告
を

掲
載
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人

た
ち
の
目
に
と
ま
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
に
密
着
し
た
宣
伝
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

申
込
方
法
や
料
金
な
ど
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

車
内
広
告　

額
面
ポ
ス
タ
ー
を

車
内
に
貼
り
出
し
ま
す
／
車
内

放
送　

停
留
所
名
を
案
内
す
る

時
に
音
声
で
広
告
を
流
し
ま
す

／
バ
ス
停
留
所
広
告　

広
告
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
出
し
ま
す

▽
問
合
せ　

西
武
バ
ス
㈱
�　
０４

―
２
９
２
６
―
３
５
４
３
へ
。

　

平
成　

・　

年
度
に
市
が
発

２７

２８

注
す
る
物
品
の
買
い
入
れ
、
業

務
委
託
、
工
事
の
競
争
入
札
等

に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
の

方
は
、
事
前
に
資
格
審
査
の
申

請
を
行
い
、
入
札
参
加
資
格
を

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
「
東
京
電
子
自
治
体

共
同
運
営
サ
ー
ビ
ス
」
の
「
電

子
調
達
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
申
請
を

随
時
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、「
電
子
調
達
サ
ー

ビ
ス
」
を
利
用
し
な
い
市
内
事

業
者
の
方
を
対
象
に
、
書
類
に

よ
る
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
申

請
に
必
要
な
書
類
を　

月
５
日

１１

貉
か
ら
配
布
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
外
事
業
者
の
方
及

び
市
内
事
業
者
で
「
電
子
調
達

サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用
し
て
い
る

方
、
ま
た
は
平
成　

年
度
ま
で

２７

に
利
用
す
る
方
は
、
こ
の
申
請

を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス
」
を
利

用
し
て
入
札
資
格
審
査
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
業
種　

物
品
、
委
託
、
工
事

▽
受
付
期
間　
　

月
８
日
豺
〜

１２

　

日
貉

１０▽
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時

▽
受
付
場
所　

市
役
所　

会
議

４０２

室
（
市
役
所
４
階
）

▽
申
請
方
法　
　

月
５
日
貉
か

１１

ら
総
務
管
財
課
（
市
役
所
３
階
）

で
配
布
す
る
「
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
要
領
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
４
２
ま
で
。

�

　

市
で
は
、　

月
４
日
に
奈
良

１０

橋
市
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第　

回
市
政
功
労
者
表
彰
を
行

３７
い
ま
し
た
。

　

市
政
の
振
興
、
公
共
の
福
祉

増
進
等
に
功
績
の
あ
っ
た
次
の

　

件
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た

１０１（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

【
自
治
表
彰
】

▽
表
彰
状

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

の
委
員
の
職
に
あ
っ
た
方

玉
盛
勝

▽
感
謝
状

○
教
育
委
員
会
の
委
員
の
職
に

あ
っ
た
方

小
泉
美
佐
子

【
一
般
表
彰
】

▽
表
彰
状

○
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

足
立
直
子　

小
泉
美
佐
子

坪
池
正
春　

押
本
敏
子

小
林
昌
子

○
保
健
衛
生
の
普
及
推
進
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

近
江
昭　

進
士
章
子

山
手
昌
二

東
大
和
市
明
る
い
社
会
づ
く
り

の
会

○
防
災
、
交
通
安
全
及
び
地
域

の
発
展
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ

っ
た
方

宗
武
葦
比
古　

大
河
原
万
里
子

中
橋
哲
男

○
社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方

田
村
善
次
郎　

坂
誥
秀
一

鈴
木
幸
子

○
行
財
政
運
営
に
尽
力
し
、
功

績
の
あ
っ
た
方

小
川
吉
夫

○
優
れ
た
善
行
に
よ
り
市
民
の

模
範
と
な
る
方

付
鴻
飛

▽
感
謝
状

○
都
市
開
発
の
推
進
及
び
建
設

事
業
の
振
興
に
尽
力
し
、
功
績

の
あ
っ
た
方

原
正
男　
 
J 
岡
啓
介

川
田
由
美
子

○
社
会
福
祉
事
業
の
振
興
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

中
尾
美
代
子　

鹿
島
榮
一

饌
本
將
孝　

井
出
春
枝

岩
隈
紀
代
子　

宮
澤
昌
治

町
田
安
雄　

福  
 
加
代
子

山
田
幸
子　

千  
 
司
朗

比
嘉
弓
子　

奥
原
徹
男

吉
田
美
保
子　

渡
邉
辰
男

吉
田
弘
之　

闍
橋
和
子

窪
田
清
之　

関
田
實　

大
竹
定
子　

池
内
智

榎
本
孝
吉　

小
林
稔
男

柴
田
文
夫　

田
中 
 
子（
故
人
）

玉
森
和
子　

渡
邊
貴
美
子

佐
々
木
晶
堂　

増
澤
幸
子

山
本
明
美　

松
本
久

○
保
健
衛
生
の
普
及
推
進
に
尽

力
し
、
功
績
の
あ
っ
た
方

黒
米
讓
二　

野
村
和
男

○
農
商
工
業
等
の
育
成
及
び
発

展
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ
っ
た

方石
川
健
藏　

安
島
信
行

○
防
災
、
交
通
安
全
及
び
地
域

の
発
展
に
尽
力
し
、
功
績
の
あ

っ
た
方

原
清
治　

田
代
明　

内
野
章

伊
藤
惠
治　

秋
田
範
正

丸
山
伸
孝　

小
林
森
義

南
川
美
智
子　

齊
藤
敏
郎

西
野
政
博　

氏
井
昭
代

鐡
川
出
善　

内
藤
政
市

多
摩
信
用
金
庫　

西
澤
宏

山
本
裕
子

○
学
校
教
育
の
振
興
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方

闍
橋
真
哉　

井
口
大
樹

樫
山
美
智
子　

吉
田
定
子

勝
目
惠
一

○
社
会
教
育
の
発
展
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
方

筒
井
利
行　

栗
原
美
智
子

内
野
千
賀
子　

野
口
靜
子

永
野
淳
子

○
行
財
政
運
営
に
尽
力
し
、
功

績
の
あ
っ
た
方

阪
口
ヨ
シ
枝　

金
山
幸
子

村
上
次
利　

伊
藤
譲

佐
久
間
次
子　

古
屋
正
一

奥
平
康
子　

小
倉
安
洋

弦
間
玲
子　

塩
野
麗
子

松
本
俊　

外
池
武
嗣

○
優
れ
た
善
行
に
よ
り
市
民
の

模
範
と
な
る
方

大
江
洋
子　

村
下
昭
代

○
市
の
公
益
の
た
め
金
品
等
の

寄
附
を
さ
れ
た
方

横
山
春
子（
故
人
）　

河
西
輝
男

河
西
美
知
代

株
式
会
社
カ
タ
ロ
グ
ハ
ウ
ス

○
市
の
公
益
の
た
め
特
に
功
績

の
あ
っ
た
方

生
化
学
工
業
株
式
会
社

市
政
功
労
者
を 

　
　
表
彰
し
ま
し
た 

タウンミーティング・ 
市長と語ろう会 

「公共交通 
　  について」 
11月12日貉・15日貍実施 

１０
 月
 ２２
 日
　（水）
　〜
 ３１
 日
　（金）
　
 

駅
前
放
置
自
転
車
 

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
申
請
を
し
な
い
市
内
事
業
者
の
方
へ

入
札
資
格
審
査
の
ご
案
内
 

新
築
・
増
改
築
を
行
う
際
に

届
出
が
必
要
と
な
る

地
区
が
あ
り
ま
す
 

北多摩西部消防署 

平成26年度 
自衛消防審査会 
東大和市役所・特別養護 
老人ホーム風の樹が優勝 
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▲東大和市役所の自衛消防隊員
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ミュージックチャイムの放送時間を変更しました 10月１日か ら翌年 3 月末日までの間、「夕やけこやけ」のチャイムは
午後 4 時 30分に放送します／問合せ　秘書広報課・内線1411まで
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今
年
度
か
ら
、
避
難
所
と
な

っ
て
い
る
小
・
中
学
校
な
ど
に

災
害
対
策
用
マ
ン
ホ
ー
ル
式
ト

イ
レ
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
全
中
学
校
及
び
上
仲

原
公
園
に
お
い
て
設
置
し
ま
し

た
。
ト
イ
レ
及
び
ト
イ
レ
テ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
防
災
備
蓄
倉

庫
に
収
納
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
来
年
度
以
降
も
小
学

校
な
ど
に
設
置
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

▽
問
合
せ　

学
校
教
育
課
・
内

線
１
２
２
５
ま
で
。

　

事
務
繁
忙
時
な
ど
必
要
に
応

じ
、
一
定
期
間
臨
時
職
員
を
採

用
す
る
た
め
の
臨
時
職
員
登
録

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
職
種
・
賃
金
（
時
間
給
）　

左

表
の
と
お
り（　

月
１
日
現
在
）

１０

▽
社
会
保
険
等　

健
康
保
険
法

・
厚
生
年
金
保
険
法
・
雇
用
保

険
法
等
の
定
め
に
該
当
す
る
方

（
勤
務
形
態
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）
は
、
健
康
保
険
・
厚
生
年

金
・
雇
用
保
険
等
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
受
付
場
所　

職
員
課
（
市
役

所
３
階
）

▽
提
出
書
類　

市
規
定
の
履
歴

書
（
市
販
の
も
の
で
も
可
）

※
履
歴
書
を
提
出
し
た
方
は
、

臨
時
職
員
と
し
て
登
録
（
登
録

期
間
は
２
年
間
）
し
、
必
要
に

応
じ
勤
務
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

職
員
課
・
内
線
１

３
３
２
ま
で
。

　

立
川
税
務
署
で
は
、
給
与
の

支
払
者
を
対
象
に
、
平
成　

年
２６

分
年
末
調
整
に
つ
い
て
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
会

場
で
源
泉
所
得
税
及
び
法
定
調

書
関
係
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
給
与
支
払
報
告
書
等
の

地
方
税
関
係
書
類
も
併
せ
て
配

布
し
ま
す
。

◎
今
年
度
よ
り
開
催
方
法
が
大

幅
に
変
更
と
な
り
ま
す

　

立
川
税
務
署
管
内
で
は
、
今

年
度
か
ら
２
市
合
同
開
催
及
び

立
川
税
務
署
で
説
明
会
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
東
大
和
市
内
で
の
開
催
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
２
市
合
同
の
説
明
会
】

▽
場
所　

武
蔵
村
山
市
民
会
館

さ
く
ら
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

▽
日
時　
　

月
６
日
貅
午
後
２

１１

時
〜
４
時

【
立
川
税
務
署
の
説
明
会
】

▽
場
所　

立
川
税
務
署

▽
日
時　
　

月　

日
貊
①
午
前

１１

２１

　

時
〜
正
午　

②
午
後
１
時　

１０

３０

分
〜
３
時　

分
３０

【
共
通
事
項
】

�
ど
ち
ら
の
説
明
会
に
も
参
加

で
き
ま
す
。

�
受
付
及
び
用
紙
の
配
布
は
開

催
時
間
の　

分
前
か
ら
で
す
。

３０

�
両
会
場
と
も
駐
車
場
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

機
関
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

立
川
税
務
署
�　
０４２

―　

―
１
１
８
１
へ
。

５２３

　

小
平
市
、
東
大
和
市
、
武
蔵

村
山
市
（
３
市
）
及
び
小
平
・

村
山
・
大
和
衛
生
組
合
（
組
合
）

の
４
団
体
で
は
、
現
在
進
め
て

い
る
３
市
共
同
資
源
化
事
業
の

基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
の
内
容
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。
事
前
の
申
込
み
は
不
要

で
す
の
で
、
開
催
日
時
に
、
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
場
所

�　

月　

日
貉
午
後
７
時
か

１１

１２

ら 

小
平
市
中
央
公
民
館
（
小

平
市
小
川
町
２
―
１
３
２
５
）

�　

月　

日
貅
午
後
７
時
か
ら 

１１

１３

武
蔵
村
山
市
役
所
４
階
中
部
地

区
会
館
（
武
蔵
村
山
市
本
町
１

―
１
―
１
）

�　

月　

日
貍
午
前　

時
か

１１

１５

１０

ら 

東
大
和
市
役
所
会
議
棟
第

６
会
議
室

※
３
会
場
と
も
、
説
明
内
容
は

同
一
で
す
。

※
３
市
共
同
資
源
化
事
業
の
基

本
構
想
は
、
組
合
及
び
３
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

※
施
設
整
備
地
域
連
絡
協
議
会

に
係
る
会
議
録
等
は
、
ご
み
対

策
課
（
市
役
所
３
階
）
の
窓
口

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

小
平
・
村
山
・
大

和
衛
生
組
合
計
画
課
�　

―　
０４２

３４１

―
４
３
４
５
ま
た
は
ご
み
対
策

課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

　
　

月
１
日
か
ら
の
家
庭
廃
棄

10
物
有
料
化
に
伴
い
、
可
燃
ご

み
・
不
燃
ご
み
・
容
器
包
装
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
３
品
目
は
、
指

定
収
集
袋
（
有
料
）
で
排
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
収
集
袋
は
３
品
目
共
通

で
す
。

▽
指
定
収
集
袋
（　

枚
１
組
）

１０

�
特
小
袋（
５
�
） 
　

円
１００

�
小
袋
（　

�
） 

　

円

１０

２００

�
中
袋
（　

�
） 

　

円

２０

４００

�
大
袋
（　

�
） 

　

円

４０

８００

【
ご
協
力
く
だ
さ
い
】

①
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
そ

れ
ぞ
れ
分
別
を
し
て
指
定
収
集

袋
に
入
れ
、
袋
の
口
は
し
っ
か

り
結
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
一
度
に
多
量
の
排
出
を
せ
ず
、

数
回
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

③
指
定
収
集
袋
の
大
量
購
入
は
、

欠
品
等
の
原
因
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
お
控
え
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

家
庭
廃
棄
物
有
料
化
に
伴
い
、

平
成　

年
８
月
以
降
、
廃
止
と

２６

な
っ
て
い
る
ご
み
集
積
所
が
あ

り
ま
す
。

　

収
集
場
所
以
外
に
ご
み
を
排

出
し
た
場
合
、
不
法
投
棄
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
分
別
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、

指
定
収
集
袋
に
入
っ
て
い
て
も

収
集
し
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

ごみの有料化が 
　　　　始まりました 

指定収集袋で 
 出してください 

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

3
市
共
同
資
源
化
事
業
基
本
構
想
 

平成25年度 

ごみ・資源物 

処理経費 

　

市
が
平
成　

年
度
に
ご
み
・

２５

資
源
物
の
収
集
運
搬
及
び
処
理

に
使
用
し
た
経
費
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

全
体
経
費
の
う
ち
、
約
半
分

は
、
小
平
・
村
山
・
大
和
衛
生

組
合
（
清
掃
工
場
）
と
東
京
た

ま
広
域
資
源
循
環
組
合
（
最
終

処
分
場
）
へ
の
負
担
金
と
な
っ

て
い
ま
す
（
表
１
参
照
）。

　

こ
の
負
担
金
は
、
各
市
か
ら

出
る
ご
み（
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご

み
・
粗
大
ご
み
等
）の
量
に
応
じ

て
決
ま
る
も
の
で
、
平
成　

年
２５

度
の
東
大
和
市
に
お
け
る
総
排

出
量
は
、
前
年
度
比
約　

％
増

１.２

加
し
て
い
ま
す
（
表
２
参
照
）。

▽
問
合
せ　

ご
み
対
策
課
・
内

線
１
２
４
１
ま
で
。

今
年
度
か
ら
 

　
　
会
場
が
変
わ
り
ま
す

年
末
調
整
説
明
会

全
中
学
校
等
に
設
置
 

災
害
対
策
用
 

マ
ン
ホ
ー
ル
式
ト
イ
レ

旧青梅街道 

バス停「武蔵村山市役所前」 

市民会館駐車場 

三本榎交差点 新青梅街道 

都営 
村山団地 

武蔵村山 
市役所 

東大和 
警察署 

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
 

日
産
通
り
 

上
北
台
駅
 

桜
街
道
駅
 

武蔵村山市民会館 

■西武拝島線「東大和市駅」から 
西武バス「イオンモール」行き、または 
都営バス「青梅車庫前」「箱根ヶ崎駅」 
行きで「武蔵村山市役所前」下車 
■多摩モノレール「上北台駅」から 
武蔵村山市内循環バス（上北台ルート） 
で「武蔵村山市役所前」下車 

臨
時
職
員
の
 

 登
録
者
を
募
集

 表 1　平成 25年度ごみ処理経費
１世帯当たり
年 間 負 担 額

市民１人当たり
年 間 負 担 額金　　　額

15,771円  6,864円  5億8,067万円ごみ収集運搬等諸経費

8,501円  3,700円  3億1,299万円清 掃 工 場負
担
金 6,507円  2,832円  2億3,956万円最 終 処 分 場

　30,779円  
（31,227円）

13,396円  
 （13,476円）

11億3,322万円
 （11億4,211万円）

合　　　　計

 表２　ご み 排 出 量
多摩地域１人当たり
１日排出量

市民１人当たり
１日排出量比較増減平成24年度平成25年度ごみの種類

497.4ｇ520.4ｇ△58ｔ16,128ｔ16,070ｔ可 燃 ご み

47.0ｇ31.8ｇ17ｔ965ｔ982ｔ不 燃 ご み

19.2ｇ7.7ｇ3ｔ235ｔ238ｔ粗 大 ご み

167.4ｇ165.9ｇ308ｔ4,814ｔ5,122ｔ資 源 物

1.0ｇ0.7ｇ1ｔ22ｔ23ｔ有 害 ご み

55.5ｇ34.9ｇ15ｔ1,064ｔ1,079ｔ集 団 回 収

787.5ｇ761.5ｇ286ｔ23,228ｔ23,514ｔ合 計

※平成 25年 10月１日現在の人口及び世帯から算出しています。
※（　）内の数値は平成 25年度実績です。
※端数処理をしているため、数値が一致しない場合があります。

▲マンホール式トイレ

時間給主　な　職　種区　分

890円一 般 事 務
事務系

1,130円催 告 事 務

1,000円有資格者
保育士職

技術系

920円そ の 他

1,110円有資格者1 1 時 間
開 所
保育士職 1,020円そ の 他

1,000円有資格者児童館・
学童保育
所業務員 920円そ の 他

1,760円保 健 師

1,720円助 産 師

1,680円臨 床 検 査 技 師

1,680円正
看 護 師

1,640円准

1,640円歯 科 衛 生 士

1,060円栄 養 士

890円図 書 館 勤 務 員

890円給 食 配 膳 員

労務系

1,130円土木・清掃作業員

1,000円給 食 調 理 員

1,000円身 障 等 介 助 員

1,000円施設等営繕業務員

〈案内図〉武蔵村山市民会館
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児
童
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ

れ
た　

月
は
児
童
虐
待
防
止
推

１１

進
月
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
「
か

る
が
も
」
で
は
、
こ
の
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
の
一
環
と
し

て
「
か
る
が
も
ま
つ
り
〜
オ
レ

ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

〜
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
は
、
児
童

虐
待
防
止
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

で
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
を
防
止

す
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
か
る
が

も
」
の
入
口
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
人
形
が
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

の
つ
い
た
オ
レ
ン
ジ
の
た
す
き

を
か
け
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月　

日
貅
午
前　

１１

２０

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
内
容　

ゲ
ー
ム
、
ヨ
ー
ヨ
ー

つ
り
な
ど

◎　

月
の
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ

１１
ば
　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
担
当
保
育
士
が
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の

発
達
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相
談

も
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　
　

月
５
日
貉

１１

オレンジリボンキャンペーン 

かるがもまつり かるがもまつり 

４
日
貂
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
市
外
の
保
育
施
設
の
利
用
を

希
望
す
る
場
合
、
受
付
期
間
等

は
、
保
育
施
設
の
あ
る
区
市
町

村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
３
ま
で
。

　

７
月　

日
の
市
教
育
委
員
会

２５

定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お

り
教
科
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

▽
小
学
校
教
科
書　

下
表
の
と

お
り

▽
特
別
支
援
学
級
用
教
科
書

一
部
の
教
科
書
の
代
わ
り
と
し

て
、
新
た
に
、
第
三
小
学
校
で

は
１
種
目
（
教
科
）
６
種
類
、

第
九
小
学
校
で
は
４
種
目
（
教

科
）
４
種
類
、
第
一
中
学
校
で

は　

種
目
（
教
科
）　

種
類
、

１０

２０

第
五
中
学
校
で
は
６
種
目
（
教

科
）　

種
類
の
教
科
書
が
採
択

１６

づ
く
り
の
た
め
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
、
地
域
の
結
び
つ

き
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
の

大
切
さ
を
広
め
て
い
く
と
と
も

に
、
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
と
、
精
神

保
健
福
祉
施
策
の
推
進
を
目
指

し
ま
す
。

　

市
及
び
保
健
所
で
は
、
次
の

と
お
り
「
心
の
健
康
」
に
関
す

る
相
談
窓
口
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▽
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
に
関
す
る
相
談　

障
害
福

祉
課
（
市
役
所
１
階
）
相
談
支

援
係
・
内
線
１
１
２
６
ま
た
は

１
１
２
７
ま
で
。

▽
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
専
門

医
の
相
談
）　

市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
５
２
１
１
ま

０４２

５６５

で
。
事
前
予
約
制
。
詳
細
は
、

は
湖
畔
集
会
所
、　

月　

日
貉

１１

１２

は
清
水
集
会
所
、　

月　

日
貉

１１

１９

は
仲
原
集
会
所
、　

月　

日
貉

１１

２６

は
む
こ
う
は
ら
児
童
館

▽
時
間　

各
日
と
も
に
午
前　
１０

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

４５

※
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◎
０
歳
児
親
子
集
ま
れ
！

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

「
か
る
が
も
」
で
は
、
０
歳
児

親
子
を
対
象
に
、
情
報
交
換
や

友
だ
ち
づ
く
り
を
す
る
場
所
を

提
供
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の
０
歳
児

と
そ
の
保
護
者

▽
日
時　
　

月　

日
貊
午
前　

１１

２８

１０

時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

４０

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

▽
定
員　
　

組
１０

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
初
め
て
の
方
を

優
先
し
ま
す
。

▽
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に

次
の
と
お
り
記
入
し
、　

月
８

１１

日
貍
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。
抽
選
の
結

果
を
返
信
し
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―
０４２

　

―
３
６
５
１
ま
で
。

５６５

　

精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
は
、

精
神
障
害
者
の
早
期
治
療
、
社

会
復
帰
、
社
会
参
加
等
の
促
進

を
図
り
、
併
せ
て
国
民
の
精
神

的
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
普
及
運
動
の
推
進
標

語
は「
地
域
と
人
の
結
び
つ
き
」

で
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
４
月
か

２６

ら
、「
改
正
精
神
保
健
福
祉
法
」

が
一
部
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
地
域
生

活
を
支
え
る
た
め
の
医
療
体
制

の
充
実
、
入
院
治
療
を
受
け
る

こ
と
に
つ
い
て
の
家
族
の
負
担

軽
減
や
、
退
院
に
向
け
て
の
相

談
体
制
の
充
実
等
が
図
ら
れ
、

精
神
障
害
者
の
方
々
を
「
地
域

全
体
で
支
え
る
仕
組
み
」
へ
転

換
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み

　

「
そ
え
る
」
は
経
済
的
な
問

題
と
あ
わ
せ
て
、
精
神
的
な
問

題
、
家
庭
の
問
題
な
ど
様
々
な

課
題
を
抱
え
た
方
の
た
め
の
無

料
の
相
談
窓
口
で
す
。

▽
対
象　

市
内
に
居
住
し
て
い

る
方
、
失
業
等
に
よ
り
生
活
に

お
困
り
の
方
、
本
事
業
に
よ
る

支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
方

▽
窓
口
開
設
日
時　

月
〜
金
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
。

▽
場
所　

市
役
所
１
階
相
談
室

（
食
堂
前
）

▽
支
援
内
容　

相
談
を
行
っ
た

う
え
、
本
人
に
と
っ
て
適
切
な

窓
口
へ
ご
案
内
し
ま
す
。
状
況

に
よ
っ
て
は
、
担
当
相
談
員
が

支
援
制
度
の
手
続
き
等
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
自
立
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

く
ら
し
・
し
ご
と

応
援
セ
ン
タ
ー
「
そ
え
る
」・
内

線
１
０
８
１
ま
で
。

市
報
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

▽
就
労
に
関
す
る
相
談
・
支
援

障
害
者
就
労
支
援
室
（
市
役
所

会
議
棟
１
階
）・
内
線
２
３
０
９

ま
で
。

▽
日
常
生
活
の
相
談
・
交
流
の

場
の
提
供
等　

精
神
障
害
者
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
エ
ル

カ
ム
�　

―　

―
０
８
９
１
へ
。

０４２

５６４

▽
精
神
保
健
福
祉
に
関
す
る
専

門
相
談　

東
京
都
多
摩
立
川
保

健
所
�　

―　

―
５
１
７
１
へ
。

０４２

５２４

▽
こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

�
東
京
都
立
多
摩
総
合
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―

０４２

３７１

５
５
６
０
へ
。

�
東
京
都
夜
間
こ
こ
ろ
の
電
話

相
談
�　

―
５
１
５
５
―
５
０

０３

２
８
へ
（
午
後
５
時
〜　

時
。

１０

受
付
は
９
時　

分
ま
で
）。

３０

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
７
ま
で
。

１０
月
２７
日
〜
１１
月
２
日
は 

精
神
保
健
福
祉
普
及
運
動
の
実
施
期
間 

さ
れ
ま
し
た
。

※
中
学
校
教
科
書
に
つ
い
て
は
、

平
成
２７
年
度
使
用
 

市
立
小
学
校
教
科
書
及
び 

小
・
中
学
校
特
別
支
援
学
級
用
教
科
書
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
択
し
ま
し
た 

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
１

２７

日
か
ら
保
育
施
設
入
所
を
希
望

す
る
方
に
、　

月
４
日
貂
か
ら

１１

入
所
等
申
込
書
と
入
所
案
内
を

配
布
し
ま
す
。

▽
配
布
場
所　

保
育
課
（
市
役

所
１
階
）、子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
、市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
、

清
原
市
民
セ
ン
タ
ー
、児
童
館
、

市
内
保
育
所

※
入
所
等
申
込
書
、
同
意
書
、

入
所
調
査
書
、
保
育
を
必
要
と

す
る
理
由
が
確
認
で
き
る
書
類

（
勤
務
証
明
書
等
）
は
、　

月
１１

保
育
施
設
の
 

入
所
案
内
を
配
布

平
成
２７
年
度
 

往信 
保
護
者
の
住
所
 

保
護
者
の
氏
名
 

（保護者の郵便番号）  東
大
和
市
立
野
1

子
ど
も
家
庭
 

　
　
支
援
セ
ン
タ
ー
 行
 

2 0 7 0 0 2 1

返信 

1034

2

－
 

－
 

0歳児親子集まれ！ 
申込み 
　　　　　（ふりがな） 
①保護者の氏名 
②郵便番号・住所　 
③電話番号 
④参加するお子さ 
　　　（ふりがな） 
　んの氏名・性別 
⑤参加するお子さ 
　んの生年月日 

く
ら
し
・
し
ご
と 

応
援
セ
ン
タ
ー 

「
そ
え
る
」 

１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日

３２

３１

▽
対
象
施
設　

市
民
体
育
館
、

市
民
プ
ー
ル
（
共
に
桜
が
丘
２

―　

―　

）、桜
が
丘
市
民
広
場

１６７

１３

（
桜
が
丘
２
―　

―
２
）、上
仲

１４２

原
公
園
野
球
場
（
陸
上
競
技
場

を
含
む
）、上
仲
原
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
共
に
向
原
１
―
１
）

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
２
ま
で
。

　

教
育
委
員
会
は
、
体
育
施
設

等
の
管
理
運
営
を
行
う
、
指
定

管
理
者
を
平
成　

年
第
３
回
市

２６

議
会
定
例
会
の
議
決
を
経
て
、

次
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

▽
指
定
管
理
者　

ロ
ン
ド
・
ス

ポ
ー
ツ　

城
西
企
業
共
同
事
業

体
（
代
表
団
体：

株
式
会
社
ロ

ン
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
、構
成
団
体：

株
式
会
社
城
西
企
業
）

▽
指
定
期
間　

平
成　

年
４
月

２７

体
育
施
設
の 

　

指
定
管
理
者
が 

　
決
ま
り
ま
し
た 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
大
和
富
士
幼
稚
園
（
向
原
４

―　

―　

、
�　

―　

―
２
３

１６

１７

０４２

５６１

７
９
）

▽
入
園
案
内　
　

月　

日
貉
か

１０

１５

ら
、各
幼
稚
園
で
配
布
し
ま
す
。

▽
願
書
受
付　
　

月
１
日
貍
に
、

１１

各
幼
稚
園
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
２
ま
で
。

　

次
の
幼
稚
園
で
、
平
成　

年
２７

度
の
入
園
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象　

３
年
保
育
は
平
成　
２３

年
４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月

２４

１
日
生
ま
れ
の
方
。
２
年
保
育

は
平
成　

年
４
月
２
日
〜
平
成

２２

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

２３▽
入
園
手
続
き
を
行
う
幼
稚
園

�
狭
山
ケ
丘
幼
稚
園
（
高
木
１

―　

―
１
、
�　

―　

―
０
６

８７

０４２

５６２

６
１
）

�
大
和
八
幡
幼
稚
園
（
奈
良
橋

１
―　

、
�　

―　

―
４
４
３

２５８

０４２

５６１

３
）

私
立
幼
稚
園
の

　
入
園
手
続
き

平
成
２７
年
度
 

平
成　

年
度
〜　

年
度
の
４
年

２４

２７

間
使
用
し
ま
す
。
詳
細
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

指
導
室
・
内
線
１

５
３
４
ま
で
。

小学校教科書採択結果一覧

教科書発行者（出版社）
※略称種目

教育出版国語

東京書籍国語（書写）

教育出版社会

帝国書院社会（地図）

東京書籍算数

東京書籍理科

東京書籍生活

教育芸術社音楽

開隆堂出版図画工作

開隆堂出版家庭

学研教育みらい保健

父子福祉資金の貸付及び父子家庭に対する相談を開始しました／問合せ　子育て支援課・内線 1764 まで
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2 0 1 4 ・ 1 0 ・ 1 5�

　

多
摩
西
人
権
啓
発
活
動
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、

人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。入
場
料
は
無
料
。

▽
日
時　
　

月
９
日
豸
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時　

分
（
開
場
は

３０

４５

午
後
１
時
）

▽
場
所　

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル

▽
講
演

�
テ
ー
マ：

ス
ポ
ー
ツ
指
導
か

ら
学
ぶ
人
権

�
講
師：

大
隈
広
貴
氏
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
武
蔵
野
倶
楽

部
エ
チ
オ
ピ
ア
の
子
ど
も
た
ち

を
救
う
会
代
表
理
事
、
エ
チ
オ

ピ
ア
女
子
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

強
化
育
成
コ
ー
チ
）

※
手
話
通
訳
有
り
。

▽
合
唱

�
出
演
団
体：

東
大
和
少
年
少

女
合
唱
団

▽
定
員　
　

人
（
当
日
先
着
順
）

３００

▽
保
育　

対
象
は
２
歳
以
上
の

未
就
学
児
。
保
育
を
希
望
す
る

方
は
、　

月　

日
貉
ま
で
に
お

１０

２９

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
有
料
駐
車
場
（　

台
）
は
あ

６０

り
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
主
催　

多
摩
西
人
権
啓
発
活

動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
、

東
大
和
市

▽
問
合
せ
・
保
育
の
申
込
み　

秘

書
広
報
課
・
内
線
１
４
１
３
へ
。

平
成
２６
年
度
多
摩
西
人
権
啓
発
活
動 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事
業 

講
演
と
音
楽
の
つ
ど
い 

　

き
た
か
た
古
里
語
り
の
会
会

員
が
、
会
津
き
た
か
た
の
昔
話

や
民
話
で
〝
お
も
て
な
し
〞
を

市
内
公
民
館
な
ど
活
動
団
体
の

一
覧
表
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

会
社
を
退
職
し
た
方
、

市
内
団
体
に
関
心
の
あ
る
方
等

▽
日
時　
　

月
２
日
豸
午
前　

１１

１０

時
〜
午
後
２
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

中
央
公
民
館
�　

―　

―
２
４

０４２

５６４

５
１
ま
で
。

■
第　

回
狭
山
公
民
館
ま
つ
り

３４

〜
こ
こ
ろ
の
絆
〜

　

開
会
式
・
閉
会
式
の
手
話
通

訳
を
希
望
す
る
方
は
、　

月
７

１１

日
貊
ま
で
に
狭
山
公
民
館
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
・
内
容
・
時
間　

下
表

の
と
お
り

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
問
合
せ　

狭
山
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
０
０
ま
で
。

５６５
■
公
民
館
で
グ
ル
ー
プ
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か

　

「
第　

回
公
民
館
の
つ
ど
い
」

３１

と
し
て
、
体
験
講
座
を
募
集
し

ま
す
。
あ
な
た
の
や
り
た
い
こ

と
で
体
験
講
座
を
開
催
し
、
グ

ル
ー
プ
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

講
座
に
伴
う
講
師
料
等
の
経
費

は
公
民
館
が
負
担
し
、
グ
ル
ー

プ
に
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
ま
す
。
な
お
、
営
利
目
的
等

の
活
動
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽
募
集
人
数　

若
干
名　

▽
公
民
館
の
つ
ど
い
の
開
催
日

平
成　

年
２
月
１
日
豸

２７

▽
申
込
み　
　

月
４
日
貂
ま
で
、

１１

各
公
民
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

■
地
域
デ
ビ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　

お
も
し
ろ
い
こ
と
探
し
、
仲

間
探
し
を
し
た
い
あ
な
た
に
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
市
内
団

体
の
活
動
等
を
紹
介
し
ま
す
。

様
々
な
団
体
が
、
パ
ネ
ル
や
資

料
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
活
動
内

容
を
説
明
し
ま
す
。
お
好
き
な

団
体
を
探
し
て
、
説
明
を
聞
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、

■
昼
間
の
星
の
観
察
会
「
太
陽

を
み
よ
う
」

▽
日
時　
　

月
３
日
（
祝
日
）

１１

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分

４５

４５

※
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
当
日
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

博
物
館
職
員

※
く
も
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
。

■
自
然
観
察
会
「
野
草
教
室
」

（
事
前
申
込
制
）

　

秋
の
狭
山
緑
地
で
、
リ
ン
ド

ウ
な
ど
秋
の
花
や
木
の
実
・
草

の
実
の
観
察
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

▽
期
日　
　

月
３
日
（
祝
日
）

１１

▽
集
合　

午
前
９
時　

分
・
郷

３０

土
博
物
館
会
議
室

▽
観
察
地　

市
立
狭
山
緑
地

▽
講
師　

遠
藤
純
夫
氏
（
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｋ
Ｕ
│

Ｍ
Ａ
理
事
）、

岸
和
男
氏
（
植
物
画
家
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

■
も
う
す
ぐ
マ
マ
の
た
め
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
満
天
の

星
空
の
下
、
音
楽
を
聴
き
な
が

ら
の
ん
び
り
と
し
た
ひ
と
と
き

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
星
の

話
や
絵
本
の
朗
読
も
楽
し
め
ま

す
。
出
産
を
控
え
た
方
の
た
め

の
投
影
で
す
が
、
付
添
い
の
方

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貉
午
前　

１０

２９

１０

時　

分
か
ら
。　

分
程
度

３０

５０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

▽
観
覧
料　

大
人　

円
２００

※
幼
児
は
無
料
。
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
星
空
観
察
会
「
月
と
秋
の
星

を
み
よ
う
」（
事
前
申
込
制
）

▽
集
合　
　

月
１
日
貍
午
後
５

１１

時　

分
３０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
前

▽
案
内　

星
空
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

博
物
館
職
員

※
く
も
り
や
雨
の
場
合
は
中
止
。

郷
土
博
物
館 

し
ま
す
。

　

楽
し
い
お
話
、こ
わ
い
お
話
、

ふ
し
ぎ
な
お
話
…
あ
た
た
か
い

会
津
弁
で
語
り
か
け
ま
す
。

▽
期
日　
　

月　

日
豸
ま
で
の

１１

１６

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
み

▽
場
所
・
時
間

①
Ｊ
Ｒ
喜
多
方
駅
構
内
／
午
後

０
時　

分
〜
２
時　

分

３０

３０

②
喜
多
方
市
蔵
の
里
「
旧
外
島

家
住
宅
」
／
午
後
１
時
〜
３
時

▽
費
用　

無
料
（
蔵
の
里
は
、

入
場
料
が
か
か
り
ま
す
）

▽
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
喜
多

方
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
�
０
２
４
１
―　

―
０

２２

６
０
３
へ
。

伝
・
北
方
昔
語
り 

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

喜
多
方
市
に
出
か
け 

よ
う
！ 

　

東
大
和
市
・
狛
江
市
・
武
蔵

村
山
市
が
連
携
し
て
、
各
市
の

お
い
し
い
〝
食
″
を
紹
介
す
る

「
多
摩
３
市
う
ま
い
も
の
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
・　

日

１０

１８

１９

豸
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

▽
会
場　

都
立
東
大
和
南
公
園

平
和
広
場

▽
内
容

①
ご
当
地
グ
ル
メ
ブ
ー
ス：

各

市
自
慢
の
料
理
を　

店
が
出
品
。

１０

１
品　

円
で
販
売
し
ま
す
。
５

１００

品
購
入
す
る
ご
と
に
、
東
大
和

市
商
工
会
の
抽
選
会
に
参
加
で

き
ま
す
。

②
友
好
・
姉
妹
都
市
ブ
ー
ス：

各
市
の
友
好
都
市
・
姉
妹
都
市

で
あ
る
福
島
県
喜
多
方
市
、
山

梨
県
小
菅
村
、
長
野
県
栄
村
の

物
産
品
等
を
販
売
し
ま
す
。

③
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム：

東

大
和
市
民
会
館
プ
レ
ゼ
ン
ツ
文

化
交
流
ス
テ
ー
ジ
は
、
両
日
と

も
に
正
午
か
ら
（
出
演：

Ｒ
ｉ

ｎ
ｇ
―
ｔ
ｒ
ｉ
ｐ
、
小
林
正
典

多摩3市 
　うまいもの 
　　　フェア 

公
　
民
　
館 

※
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
喜

多
方
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
.k
itak
ata

-kanko.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

幼
児
以
上
の
方

▽
日
時　
　

月
８
日
貍
午
後
１

１１

時
〜
３
時　

分
３０

▽
場
所　

む
こ
う
は
ら
児
童
館

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３００

▽
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入　
　

月　
１０

１５

日
貉
か
ら
、
む
こ
う
は
ら
児
童

館
で
販
売
し
ま
す
。１
枚　

円
。

１００

※
休
館
日
は
除
く
。

※
む
こ
う
は
ら
児
童
館
ま
つ
り

を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。対
象
は
、

小
学
４
年
生
以
上
の
方
と
な
り

ま
す
。

▽
問
合
せ　

む
こ
う
は
ら
児
童

館
�　

―　

―
１
８
５
８
ま
で
。

０４２

５６３

グ
ル
ー
プ
『
布
の
絵
本
「
わ
た

ほ
」』
と
の
共
催
で
す
。

▽
対
象　

布
の
絵
本
に
関
心
の

あ
る
方
（
未
就
学
児
は
保
護
者

と
ご
参
加
く
だ
さ
い
）

▽
日
時　
　

月　

日
貅
午
前　

１０

２３

１０

時
〜
午
後
４
時
（
当
日
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▽
場
所　

中
央
図
書
館
会
議
室

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
�　
０４２

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

５６４

　

〝
う
ま
べ
ぇ
〞
が
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
ま
す
。

▽
イ
ベ
ン
ト
の
日
時
等

�
多
摩
３
市
う
ま
い
も
の
フ

ェ
ア：

　

月　

日
貍
・　

日

１０

１８

１９

豸
午
前　

時
〜
午
後
３
時
／

１０

都
立
東
大
和
南
公
園
／
ス
テ

„
う
ま
べ
ぇ
“ 

　
　 

出
没
情
報 

ー
ジ
出
演
は
両
日
と
も
に
午

前　

時　

分
か
ら

１１

４５

�
第　

回
所
沢
市
民
フ
ェ
ス

３５

テ
ィ
バ
ル：
　

月　

日
貍
・

１０

２５

　

日
豸
午
前　

時
〜
午
後
４

２６

１０

時
／
所
沢
航
空
記
念
公
園

（
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
１
―

　

）
／
西
武
線
沿
線
ご
当
地

１３コ
ー
ナ
ー
に
参
加
予
定
で
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・

内
線
１
０
７
４
ま
で
。

　

布
の
絵
本
の
手
作
り
の
あ
た

た
か
さ
や
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
、

言
葉
の
大
切
さ
に
つ
い
て
楽
し

み
な
が
ら
、
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
布
の
絵
本
を
製
作
す
る

布
の
絵
本
で 

　
　
　

遊
ぼ
う
！ 

東
大
和
市
子
ど
も
読
書
活
動
推 

進
計
画
関
連
事
業
・
中
央
図
書 

館
開
館
30
周
年
記
念
事
業 

ほ
か
）

※
そ
の
ほ
か
、
農
産
物
直
売
ブ

ー
ス
、
飲
食
販
売
ブ
ー
ス
な
ど

多
数
出
店
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

多
摩
３
市
う
ま
い

も
の
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務

局
（
企
画
課
）・
内
線
１
４
２
４

ま
で
。

　

模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
等
を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て

む
こ
う
は
ら 

　

児
童
館
ま
つ
り 

狭山公民館まつりプログラム
○ 11月 15日貍

時間内容
午前10時～10時30分開会式
午前10時30分～午後3
時40分展示・発表

午前10時～正午体験コーナー「パステル画体験」（先着8人、500円）
午前10時30分～午後4時茶席（先着50人、茶席料大人200円、子ども100円）
午後1時～3時縁台将棋（屋外、参加自由、無料）
午前10時30分から売り
切れ次第終了

模擬店〔唐揚げ、コロッケ（当日販売のチケットが
必要です）〕

午後3時40分～4時10分ビンゴ大会（先着80人、無料）
○ 11月 16日豸

時間内容
午前10時～午後3時展示・発表

午前11時～11時30分他館交流出演〔コーラスサルビア（蔵敷公民館利
用グループ）によるコーラス〕

午前11時～午後1時体験コーナー「パステル画体験」（先着8人、500円）

午後1時～1時30分特別イベント〔サードシングル（お笑いコンビ）に
よるライブ〕

午後1時30分～2時安田進氏による歌声広場　
午前11時～午後2時体験コーナー「水墨画体験」（先着5人、無料）
午前10時～午後2時30分囲碁会（定員15人、無料）
午前10時30分から売切
れ次第終了

模擬店〔おでん（当日販売のチケットが必要で
す）〕

午後3時15分～3時30分閉会式
○ 11月 15日貍・16日豸両日

時間内容
15日は午前10時30分～
午後3時40分、16日は午
前10時～午後3時

他館交流展示〔東大和まちの財政をまなぶ会（中
央公民館利用グループ）、東大和市民ネット（上北
台公民館利用グループ）〕

午前10時30分から売切
れ次第終了

模擬店〔豚汁、おにぎり（当日販売のチケットが必要
です）〕 鉢花販売、市内共同作業所による販売コーナ
ー（15日はパン、焼き鳥。16日はフランクフルト）

午前10時30分～午後2
時30分お茶サービスコーナー（無料）

ペットはマナーを守って飼いましょう 最近、飼い犬や猫の鳴き声、ふん尿、臭い、散歩のマナー違反（リードをつけていない、ひもが長い、歩道に広がる等）で迷惑し
ているとの声が増えています。飼い主の方は、周囲に配慮をお願いします／問合せ　市立保健センター� 042-565-5211 まで
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■
結
核
住
民
検
診

　

市
内
在
住
で
、　

歳
以
上
の

６５

方
（
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

２７

３１

に　

歳
に
な
る
方
も
含
む
）
／

６５

　

月　

日
貅
午
前
９
時
〜　

時

１０

１６

１０

　

分
／
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／

３０当
日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
１
年
度
（
４
月
〜
翌
年
３
月

の
間
）
に
１
回
の
受
診
で
す
。

５
月
に
受
診
し
た
方
は
、
来
年

度
（
平
成　

年
４
月
以
降
）
に

２７

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
検
診
車
に
よ
る
レ
ン
ト
ゲ
ン

撮
影
で
す
。
既
に
肺
が
ん
検
診

を
受
診
し
た
方
、
ま
た
は
こ
れ

か
ら
予
定
し
て
い
る
方
は
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
線
照
射
の
重
複
と
な

り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／　

月
５
日
貉
午
後
１

１１

時　

分
〜
３
時
／
市
立
保
健
セ

３０
ン
タ
ー
／　

人（
申
込
順
。　

月

２０

１０

　

日
貅
か
ら
受
付
開
始
。
市
の

１６ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請

で
も
受
け
付
け
ま
す
）
／
離
乳

食
の
進
め
方
・
作
り
方
の
話
、

試
食
（
保
護
者
の
み
）
／
母
子

健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、
お
ん

ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ
も

■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／　

月　

日
貉
午
後
１

１１

１２

時　

分
〜
３
時　

分
／
市
立
保

３０

３０

健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込
順
。

２０

　

月　

日
貅
か
ら
受
付
を
開
始

１０

１６

し
ま
す
）／
保
育
室
有
り（　

人
。

１５

申
込
順
）
／
離
乳
食
の
進
め
方

の
話
、調
理
実
習
、試
食
／
母
子

健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、エ
プ
ロ

ン
、三
角
巾
、バ
ス
タ
オ
ル
な
ど

■
両
親
学
級

　

妊
婦
と
そ
の
家
族
／
期
日
・

内
容　

左
表
の
と
お
り
／
午
前

は
９
時　

分
〜
正
午
、
午
後
は

３０

１
時　

分
〜
４
時
／
市
立
保
健

３０

セ
ン
タ
ー
／　

組
（
事
前
申
込

２０

制
。
第
１
子
目
の
方
を
優
先
。

定
員
を
超
え
た
場
合
は
平
成　
27

年
１
月
の
教
室
に
な
り
ま
す
）

／
第
４
・
５
回
は
、
午
前
ま
た

は
午
後
の
参
加
と
な
り
ま
す
／

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具

■
い
き
い
き
ヘ
ル
シ
ー
教
室

「
基
礎
代
謝
を
あ
げ
て
、
健
康

的
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
」

　

基
礎
代
謝
を
ア
ッ
プ
す
る
、

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工

夫
や
食
事
の
と
り
方
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
食
欲
の
秋
を
上

手
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

原
則　

歳
未
満
の
方
／
日
時
・

６５

内
容
等　

左
表
の
と
お
り
／
市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申

２０

込
順
）

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
に
不
安
や
悩
み
の
あ

る
方
及
び
そ
の
家
族
／　

月
５

１１

日
貉
午
前　

時
〜
正
午
（
事
前

１０

予
約
制
）
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
／
専
門
の
医
師
に
よ
る
相
談

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
休
日
・
夜
間
の
診
療
案
内
テ

レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

休
日
や
夜
間
の
急
な
病
気
の

時
に
、
診
療
を
行
っ
て
い
る
医

療
機
関
を
次
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
で
ご
案
内
し
ま
す
。

□
介
護
家
族
の
会
「
し
ゃ
ぼ
ん

玉
」（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を

介
護
中
の
方
、
経
験
者
等
／　
１０

月　

日
午
前　

時
〜
正
午
／
デ

１９

１０

イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／

　

人
／
介
護
の
悩
み
を
話
し
た

１０り
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
ま

す
／
認
知
症
の
ご
家
族
と
同
伴

で
き
ま
す
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代

１００

等
）
／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
地
域
交
流
の
場
「
ま
め
家
」

（
ま
め
の
会
）
／
市
民
の
方
／　
１０

月　

日
午
後
１
時　

分
〜
４
時

１９

３０

／
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま

め
／　

人
／
お
し
ゃ
べ
り
を
し

１０

ま
し
ょ
う
／
■費
 
　

円
（
お
茶
代

２００

等
）
／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

ど
う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
太
極
拳
無
料
体
験
会
（
陳
氏

太
極
拳
東
大
和
教
室
）
／　

月
１０

　

日
・　

日
午
後
６
時　

分
〜

２０

２７

３０

８
時
／
向
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／

　

人
（
申
込
順
）
／
■持
 

室
内
運

１０動
靴
／
動
き
や
す
い
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
／
■申
 
　

月　

日

１０

２７

ま
で
に
岡
本　

―　

―
１
９
３

０４２

５６５

７
へ
。

□
大
正
琴
無
料
体
験
講
習
会

（
琴
菊
会
狭
山
教
室
）
／　

月
１０

　

日
午
後
１
時
〜
２
時
／
狭
山

２４公
民
館
／　

人
（
申
込
順
）
／

１０

や
さ
し
い
曲
の
練
習
／
■講
 

伊
藤

均
／
■申
 
　

月　

日
ま
で
に
芥
川

１０

２３

　

―　

―
３
５
０
０
へ
。

０４２

５６４

□
施
設
開
放
秋
ま
つ
り
「
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
」
（
あ
と
り
え
ト
ン

ト
ン
）
／
市
民
の
方
／　

月　
１０

２５

日
正
午
〜
午
後
４
時
／
あ
と
り

え
ト
ン
ト
ン
／
革
工
芸
体
験
、

バ
ザ
ー
、
食
べ
物
等
の
販
売
／

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
／
■問
 

あ
と
り
え
ト
ン

ト
ン　

―　

―
３
９
２
０

０４２

５６６

□
手
作
り
信
州
の
お
や
き
作
り

（
食
育
の
会
お
む
す
び
こ
ろ
り

ん
）／
小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）
／　

月　

日
午

１０

２６

前　

時
〜
正
午
／
中
央
公
民
館

１０
／　

人（
申
込
順
）／
お
や
き
作

２０
り
と
食
育
／
■講
 

上
河
内
弥
生
／

■費
 

１
人　

円（
材
料
代
）／
■持
 

エ

１００

プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
用

タ
オ
ル
／
■申
 

同
事
務
局
（
フ
ァ

ク
ス　

―　

―
１
６
９
２
）
へ

０４８

４６０

／
■問
 

熊
田　

―　

―
６
８
０
８

０４２

５６２

□
公
開
医
学
講
座
「
カ
プ
セ
ル

内
視
鏡
」
（
社
会
医
療
法
人
財

団
大
和
会
）
／　

月
１
日
午
後

１１

３
時
〜
４
時
／
東
大
和
病
院
／

■講
 

小
沢
正
幸
／
■問
 

東
大
和
病
院

　

―　

―
８
３
０
７

０４２

５６７

□
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

（
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
育
成
会
）

／
平
成　

年
度
に
小
学
１
・

２７

３
・
６
年
生
に
な
る
方
／
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
っ
て
多
く
の

仲
間
と
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

／
入
団
説
明
会
の
日
時
等
は
、

申
込
み
を
し
た
方
に
連
絡
し
ま

す
／
■入
 

五
千
円
／
■月
 

二
千
五
百

円
／
■申
 
　

月　

日
ま
で
に
西
方

１０

３１

　

―　

―
５
２
４
８
へ
。

０４２

５６１

□
市
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
体

育
協
会
）
／
市
内
在
住
で
小
学

生
以
上
の
方
／　

月　

日
午
前

１１

２３

９
時
〜
午
後
３
時　

分
／
市
民

３０

体
育
館
／
ス
リ
ッ
パ
卓
球
、
合

気
道
の
模
範
演
武
、
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
体
験
／
■申
 
　

月　

日
ま

１１

１５

で
に
申
込
用
紙
〔
体
育
協
会
加

盟
団
体
に
配
布
、
社
会
教
育
課

（
市
役
所
５
階
）、
公
民
館
、
市

民
体
育
館
に
配
置
〕
を
市
民
体

育
館
へ
／
詳
細
は
チ
ラ
シ
、
体

育
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
／
■問
 

体
育
協
会　
０４２

―　

―
３
５
３
１

５６６
□
東
京
都
最
低
賃
金
改
正
／
東

京
都
最
低
賃
金
は
、
平
成　

年
２６

　

月
１
日
か
ら
時
間
額　

円
と

１０

８８８

な
り
ま
し
た
。
東
京
都
内
で
働

く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
／
■問
 

東
京
労
働
局
賃
金
課

　

―
３
５
１
２
―
１
６
１
４

０３□
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
〜

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

（
東
京
都
行
政
書
士
会
立
川
支

部
）
／　

月
１
日
・
２
日
午
前

１１

　

時
〜
午
後
３
時
／
市
役
所
敷

１０地
内
（
産
業
ま
つ
り
会
場
）
／

相
続
や
遺
言
、
成
年
後
見
制
度

な
ど
の
身
近
な
事
柄
、
会
社
の

設
立
や
各
種
許
認
可
等
／
■問
 

東

京
都
行
政
書
士
会
立
川
支
部　
０４２

―　

―
６
６
２
１

５２１
□
環
境
の
お
話
と
動
物
公
園
自

然
体
験
の
つ
ど
い
（
東
京
ガ
ス

㈱
多
摩
支
店
・
多
摩
動
物
公
園
）

／
「
自
然
と
私
た
ち
の
く
ら
し
」

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
事
前
申

込
み
を
し
た
ご
家
族　

人
を
無

３００

料
で
招
待
し
ま
す
／
小
学
生
以

上
の
方
と
そ
の
家
族
／　

月
７

１２

日
午
前　

時　

分
〜
午
後
０
時

１０

３０

　

分
／
多
摩
動
物
公
園
／　

人

３０

３００

（
申
込
順
）／
特
典 ：

ラ
イ
オ
ン

バ
ス
乗
車
券
を
差
し
上
げ
ま
す

／
■申
 

多
摩
動
物
公
園
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tokyo

-zoo.net/zoo/tam
a

）
に
あ
る

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
東
京
ガ
ス
㈱
多
摩
支
店

（
フ
ァ
ク
ス　

―　

―
６
１
４

０４２

５２６

２
）
へ
／
■問
 

東
京
ガ
ス
㈱
多
摩

支
店
�　

―　

―
６
１
２
５

０４２

５２６

□
東
京
た
ま
広
域
資
源
循
環
組

合
入
札
参
加
申
請
の
受
付
／
平

成　

・　

年
度
の
工
事
・
物
品
・

２７

２８

買
入
れ
等
／　

月　

日
〜　

月

１０

２２

１１

４
日
／
受
付
方
法：

郵
送
（
宅

急
便
も
含
む
）
で
同
組
合
総
務

課
契
約
担
当
（
〒　
　

西
多
摩

１９０-
０１８１

郡
日
の
出
町
大
字
大
久
野
７
６

４
２
）
へ
／
詳
細
は
、
同
組
合

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

tam
a-junkankum

iai.com
/industri

al/index.htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ

い
／
同
組
合
総
務
課
�　

―　
０４２

５９７

―
６
１
５
１

※
凡
例　

■講
 

講
師
、　

■費
 

費
用
、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

病院？救急車？迷ったら「＃ 7119」～救急相談センターへ！～／問合せ　北多摩西部消防署 � 042 － 565 － 0119へ

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
・
Ｄ
Ｖ
（
恋
人

や
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）、ス
ト

ー
カ
ー
に
つ
い
て
知
り
、
被
害

を
受
け
た
方
が
自
ら
解
決
し
た

り
、
周
囲
が
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
対
象　

ど
な
た
で
も
（
市
内

在
住
・
在
勤
の
方
を
優
先
）

▽
日
時　
　

月　

日
貉
午
後
２

１１

１２

時
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
講
師　

中
島
幸
子
氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
代
表
）

▽
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

３０

�
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
�
＃
７
１
１
９
ま
た
は　
０４２

―　

―
２
３
２
３

５２１
�
東
京
都
医
療
機
関
案
内
サ
ー

ビ
ス
ひ
ま
わ
り
�　

―
５
２
７

０３

２
―
０
３
０
３
、
フ
ァ
ク
ス　
０３

―
５
２
８
５
―
８
０
８
０（
聴
覚

障
害
者
専
用
）

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
市
へ
の
ご
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
携
帯
ト
イ
レ　

三
、
〇
〇
〇

枚
　

東
大
和
遊
技
場
組
合

　

防
災
安
全
課
に
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
地
域
福
祉
審
議
会
専
門
部
会

◎
障
害
者
部
会

　
　

月　

日
貉
／
議
題　

第

１１

１２

３
次
障
害
者
計
画
・
第
４
期
障

害
福
祉
計
画
に
つ
い
て

▽
一
時
保
育　

対
象
は
１
歳
以

上
の
未
就
学
児
。
定
員
は
６
人

（
申
込
順
）。　

月
４
日
貂
ま
で

１１

に
市
民
生
活
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
手
話
通
訳　

手
話
通
訳
を
希

望
す
る
方
は
、　

月
４
日
貂
ま

１１

で
に
市
民
生
活
課
（
フ
ァ
ク
ス

　

―　

―
５
９
３
１
、
メ
ー
ル

０４２

５６３

（sh
im
in
seik
atsu
@
city
.h
ig

ash
iy
am
ato.lg

.jp

）
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
講
座
・
保
育
の
申
込
み　

市
民

生
活
課
・
内
線
１
７
１
５
ま
で
。

◎
地
域
福
祉
と
保
健
・
医
療
部

会
　
　

月　

日
貉
／
議
題　

第
五

１１

１９

次
地
域
福
祉
計
画
・
健
康
増
進

計
画
に
つ
い
て

【
共
通
事
項
】

開
始
時
間　

午
後
７
時
／
市
役

所
会
議
棟
第
１
会
議
室
／
傍
聴

者
の
定
員　
　

人
（
当
日
先
着

１０

順
）
／
手
話
通
訳
が
必
要
な
方

は
、希
望
す
る
部
会
名
を
、　

月
１０

　

日
貂
ま
で
に
福
祉
推
進
課（
フ

２８ァ
ク
ス　

―　

―
５
９
３
０
）

０４２

５６３

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
／
福
祉
推

進
課
・
内
線
１
１
３
１
ま
で
。

■
介
護
保
険
運
営
協
議
会

　
　

月　

日
貂
午
後
７
時
か
ら

１０

２１

／
市
役
所
会
議
棟
第
４
・
５
会

議
室
／
傍
聴
者
の
定
員　
　

人
１０

（
先
着
順
）
／
当
日
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
／
高
齢
介

護
課
・
内
線
１
１
７
１
ま
で
。

◎
第
4
回
男
女
共
同
参
画
講
座
 

こ
れ
っ
て
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
？
　

Ｄ
Ｖ
？ 

　
ス
ト
ー
カ
ー
？
　
解
決
へ
の
第
一
歩 

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

持ち物等内容（講師）日時

健康手帳（お持ちの方
のみ）、筆記用具、タ
オル、水分補給用飲料
水、動きやすい服装

運動実技（健康運
動指導士）、保健
に関する講話（保
健師）

11月6日貅
午後1時30分
　　　　～4時

健康手帳、筆記用具、
エプロン、三角巾

栄養に関する講
話、調理実習
（栄養士）

11月13日貅
午前9時30分
～午後0時30分

開　催　日
午後産科医師の話11月13日貅第 1 回
午後妊娠中の歯の話11月17日豺第 2 回

午前妊娠中の栄養の話
と調理実習11月19日貉第 3 回

午前妊婦体操と呼吸法11月27日貅第 4 回 午後
午前もく浴の実習11月29日貍第 5 回 午後
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配
布
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）、
パ
ソ
コ
ン
周

辺
機
器
の
設
定
、
毛
筆
宛
名
・

賞
状
書
き
な
ど
、
家
庭
内
の
ち

ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
料
金
は
仕
事
の
内
容
に

よ
り
異
な
り
ま
す
／
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―
０

０４２

５６５

５
３
１
へ
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

◎
バ
ザ
ー
へ
の
寄
付
物
品
提
供

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
　

月
９
日
豸
に
開
催
す
る
福

１１
祉
祭
で
販
売
す
る
バ
ザ
ー
用
物

品
の
寄
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

寄
付
で
き
る
も
の　

未
使
用
の

日
用
家
庭
雑
貨
、
食
器
類
、
シ

ー
ツ
、
タ
オ
ル
な
ど（
古
着
、
古

本
、
電
気
製
品
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
）
／
提
供
方
法　
　

月
４

１１

日
貂
ま
で
に
自
治
会
長
、
民
生

委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
連

絡
し
て
か
ら
届
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
福
祉
標
語
最
優
秀
作
品

　

市
内
小
学
生
を
対
象
に
、
福

■
養
育
家
庭
（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
）
体
験
発
表
会

　

親
の
病
気
や
虐
待
な
ど
様
々

な
事
情
に
よ
り
、
親
元
で
暮
ら

せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を
、
養
子

縁
組
を
目
的
と
せ
ず
に
育
て
て

い
る
家
庭
を
、
東
京
都
で
は
養

育
家
庭
（
ほ
っ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。　

　

体
験
発
表
会
で
は
、
子
ど
も

を
育
て
て
い
く
う
え
で
の
悩
み

や
苦
労
の
ほ
か
、
子
ど
も
が
少

し
ず
つ
家
庭
に
な
じ
ん
で
い
く

様
子
や
、
子
育
て
の
喜
び
・
す

ば
ら
し
さ
な
ど
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

養
育
家
庭
制
度
に
興
味
が
あ

る
方
や
子
育
て
中
の
方
、
福
祉

に
関
心
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

月　

日
豺
午
前　

時
〜
正

１１

１７

１０

午
／
市
役
所
会
議
棟
第
６
会
室

／
制
度
説
明
、
養
育
家
庭
体
験

発
表
、
個
別
相
談
／
無
料
／
保

育
・
手
話
通
訳
の
申
込
み　

保

育
（
満
１
歳
児
〜
未
就
学
児
）

と
手
話
通
訳
を
ご
希
望
の
方
は
、

事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

月　

日
貊
ま
で
に
子
ど
も
家

１０

３１

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
�　

―　

―

０４２

５６５

３
６
５
１
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス　
０４２

―　

―
３
６
５
２
へ
お
申
し
込

５６５
み
く
だ
さ
い
／
小
平
児
童
相
談

所
�　

―　

―
３
７
１
１
ま
た

０４２

４６７

は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

�　

―　

―
３
６
５
１
ま
で
。

０４２

５６５

■
野
外
で
の
焼
却

　

野
外
焼
却
に
つ
い
て
の
苦
情

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る

廃
棄
物
（
ご
み
・
落
ち
葉
等
）

を
露
地
や
ド
ラ
ム
缶
等
で
焼
却

す
る
こ
と
は
、
法
律
及
び
都
条

例
に
よ
り
原
則
禁
止
と
な
っ
て

い
ま
す
。
野
外
焼
却
を
火
事
だ

と
感
じ
、
消
防
署
に
通
報
さ
れ

る
件
数
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
は
、
分
別
し
て
定
め

ら
れ
た
日
時
・
場
所
・
方
法
で

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

近
隣
の
迷
惑
と
な
る
行
為
は

避
け
、
皆
さ
ん
が
良
好
な
環
境

の
下
で
暮
ら
せ
る
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
／
環
境
課

・
内
線
１
２
７
２
ま
で
。

■
家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

平
成　

年
１
月
２
日
〜
平
成

２６

　

年
１
月
１
日
に
新
築
・
増
築

２７さ
れ
た
家
屋
は
、
平
成　

年
度

２７

か
ら
固
定
資
産
税
と
都
市
計
画

薬剤師の仕事　
　皆さんが知っているようで知らない薬剤
師の仕事についてご紹介したいと思います。
　薬剤師はドラマの主人公にはなりにくい
地道な仕事をしています。表舞台には立てな
いが、実は様々な仕事をしています。
　昔、東洋では薬が医療の中心だったため医
師と薬剤師の区別はありませんでした。しか
し、今は医薬分業が進み、薬剤師は独立した
医療系資格であり薬の専門家です。しかし、
皆さんは薬を売っている人、薬を調剤する人
と思っていませんか。ただ患者さんに薬を渡
すだけが、薬剤師の仕事ではないのです。
　例えば、次のような仕事があります。
�薬の飲み方や使い方、副作用について、丁
寧な説明をします。
�薬の重複がないよう処方せんをチェックし、
疑問があったら処方医に問合せをしてい
ます。チェックには「お薬手帳」などを利
用します。
�一般薬の副作用情報などを含め、健康に関
する情報を積極的に提供します。また、薬
の効用が最大限に発揮できるよう、医療機
関などとの情報交換や連携に努め、地域医
療の向上にも貢献しています。
�在宅で療養している方には、医師などと連
携して訪問服薬指導も行っています。
�薬に関することだけではなく、使用済みの
注射針の回収も行っています。

　今の医療保険制度では、高齢化社会が進む
ことにより国民全体の医療費の増加が心配
され、薬の過剰な処方を防ぐためにも、かか
りつけ薬局制度を推進しています。
　身近な医療人である薬剤師を利用し、自分
で自分の健康管理を行う、いわゆる『セルフ
メディケーション』を心掛けましょう。
　薬剤師は、いつでも皆さんの健康に関する
疑問や不安にお応えできるよう日々努力を
重ねていますので、お気軽にご相談ください。

一般社団法人東大和市薬剤師会

〈
一
般
書
〉

�
日
本
の
海
洋
資
源

　
　
　
　
  
佐
々
木　

剛 
著

�
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン　
   
内
山　

力 
著

�
も
っ
と
変
わ
る
！
介
護
保

険                 
小
竹
雅
子 
著

�
変
幻
黄
金
鬼　

幽
鬼
伝

             
都
築
道
夫 
著

�
怪
奇
文
学
大
山
脈　

Ⅱ

               
荒
俣　

宏 
編

�
普
通
の
子
ど
も
た
ち
を
で

き
る
子
に
す
る
怒
ら
な
い
教

え
方           
屋
比
久　

勲 
著

〈
児
童
書
〉

�
げ
ん
き
の
み
か
た　

パ
ン

ツ
ち
ゃ
ん    
薫　

く
み
こ 
作

�
お
は
な
し
ば
あ
さ
ん
と
風

来
坊             
川
端　

誠 
作

�
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
道

　

ウ
ェ
ザ
フ
ォ
ー
ド
’

キ
ャ
ロ
ル
・
ボ
ス
ト
ン 
著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

口
座
振
替
依
頼
書
は
納
税
課

（
市
役
所
１
階
）、市
内
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
モ
バ
イ
ル
レ
ジ

で
納
付
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　10月31日（金） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・市・都民税  第3期 

・国民健康保険税  第4期 

・介護保険料  第4期 

・後期高齢者医療保険料 第4期 

������������������������������������

税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
対
象
と

な
る
家
屋
に
は
、
市
職
員
が
お

伺
い
し
、
家
屋
の
床
面
積
、
内

部
・
外
部
の
使
用
資
材
・
仕
上

げ
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。
該
当

す
る
家
屋
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
調

査
の
日
程
や
時
間
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
／
課
税
課
・

内
線
１
０
５
９
ま
で
。

■
油
・
断
・
快
適
！
下
水
道
〜

下
水
道
に
油
を
流
さ
な
い
で

　

キ
ッ
チ
ン
か
ら
流
れ
出
た
油

は
、
下
水
道
管
の
つ
ま
り
や
悪

臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
鍋
や

食
器
に
付
い
た
油
汚
れ
は
、
洗

う
前
に
ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
行
動
が
下
水
道
施
設
の
快

適
な
使
用
と
川
や
海
の
良
好
な

水
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
／
下
水
道
課
・
内
線
１

２
３
１
ま
で
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
〜

仕
事
の
受
注

　

次
の
仕
事
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容　

住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
（
大
工
仕
事
、
内
装
工
事
、

電
気
工
事
） 、
襖
・ 
障
子
・
網
戸

ふ
す
ま

張
り
替
え
、和
・
洋
服
仕
立
て
、

家
事
手
伝
い
、
除
草
、
屋
内
外

の
清
掃
、
植
木 
剪 
定
、
チ
ラ
シ

せ
ん

　

「
東
大
和
市
史
資
料
編
」、

「
東
大
和
市
史
」
と
も
に
社
会

教
育
課
（
市
役
所
５
階
）、郷
土

博
物
館
、
公
民
館
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

【
東
大
和
市
史
資
料
編
】

　

「
東
大
和
市
史
資
料
編
」
は
、

各
分
野
に
お
い
て
東
大
和
市
の

歴
史
的
な
特
徴
の
あ
る
で
き
ご

と
を
一
巻
か
ら
十
巻
ま
で
に
ま

と
め
て
あ
り
ま
す
。

�
第
一
巻：

軍
需
工
場
と
基
地

と
人
び
と

�
第
二
巻：

多
摩
湖
の
原
風
景

�
第
三
巻：

発
掘
さ
れ
た
先
人

の
く
ら
し

�
第
四
巻：

新
し
い
ま
ち
南
街

�
第
五
巻：

狭
山
丘
陵
と
生
き

も
の
た
ち

�
第
六
巻：

中
世
〜
近
世
か
ら

の
伝
言

�
第
七
巻：

里
正
日
誌
の
世
界

�
第
八
巻：

信
仰
の
す
が
た
と

造
形

東
大
和
市
史
資
料
編 

　

東
大
和
市
史
を 

　
販
売
し
て
い
ま
す 

祉
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

最
優
秀
作
品

　

あ
り
が
と
う

　
　

言
葉
一
つ
で

　
　
　
　
　

笑
顔
が
ふ
え
る

　

第
九
小
学
校
五
年
生

　
　
　
　

木
塚　

彩
乃
さ
ん

　

福
祉
標
語
の
表
彰
式
は
、　
１１

月
９
日
豸
に
開
催
す
る
福
祉
祭

で
行
い
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
�　

―　

―
０
０

０４２

５６４

１
２
へ
。

�
第
九
巻：

道
と
地
名
と
人
の

く
ら
し

�
第
十
巻：

近
代
を
生
き
た
人

び
と

※
第
一
巻
〜
五
巻
は
各
一
、
五

〇
〇
円
、
第
六
巻
〜
十
巻
は
各

二
、
〇
〇
〇
円

【
東
大
和
市
史
】

　

「
東
大
和
市
史
」（
四
、〇
〇

〇
円
）
は
、
こ
の
よ
う
な
資
料

編
の
内
容
を
踏
ま
え
、
東
大
和

市
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
の
流
れ

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
３
ま
で
。

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで
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●ハミング・ザ・シネマ
①四十九日のレシピ②ホーム
カミング
　１１月８日貍①午前１１時開演
②午後２時３０分開演／小ホー
ル　全席自由／各回５００円
●親子で楽しむ Kids meet 
Jazz ！ ～キッズ・ミート・ジ
ャズ
　１１月１６日豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／大人
２,０００円、子ども（３歳～中学
生）１,０００円
●三遊亭円楽独演会
　１１月３０日豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／一般
３,５００円（友の会３,０００円）

チケット発売中の自主事業

●名作ファミリーミュージカ
ル「アルプスの少女ハイジ」
　いつも素直で明るい少女ハ
イジと、彼女を取り巻く人々
の愛と友情のストーリー。
　１２月１４日豸午後２時開演／
大ホール　全席指定／一般
２,５００円（友の会２,２５０円）
※３歳未満のひざ上鑑賞は無
料です。
。
 

●松谷卓コンサート2015～
with 東大和高等学校吹奏楽
部～
　平成２７年２月８日豸午後２
時開演／大ホール　全席指定
／一般２,５００円、学生１,５００円
　１１月１４日貊から電話・イン
ターネット予約を、１１月１５日
貍から窓口販売を開始します。
●地元マイスター講座「シャ
ドーボックス入門」
　１１月２９日貍午後３時から／
講師　中野多栄子／事前申込
制〔１１月９日豸必着〕／費用

新規に発売する自主事業

１,５００円（材料費込）／３０人（申
込順）／申込方法　往復はが
きの往信欄に①講座名②住所
③氏名（ふりがな）④年齢⑤
性別⑥電話番号、返信欄の宛
先に住所を記入し、ハミング
ホール（〒207-0013東大和市
向原6-1）へ郵送してくださ
い。記入漏れ、複数応募は無
効です。

 

● Feel so good
　１０月２９日貉正午開演／入場
無料／出演　斉藤純子、三浦
加奈子、清水容子、関田春香

 

　市民を対象とした施設利用
申込みの調整会議は、１１月１
日貍午後１時３０分から行いま
す。

ロビーコンサート

１１月の施設利用の申込み
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■
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ

れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
申
告
に
は
、
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
額
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

  
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
に

も
、
納
付
し
た
方
が
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。　

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
９
月

２６

　

日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民
年

３０金
保
険
料
額
を
証
明
し
た
社
会

保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
が
、　

月
上
旬
に

１１

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
確
定
申
告
、
年
末
調
整

の
手
続
き
の
際
に
は
、
こ
の
証

明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、　

月
１
日
〜　

月　

１０

１２

３１

日
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
２

２７

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
》

�
０
５
７
０
―　

―　
０５８

５５５

※　

で
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

０５０
に
な
る
場
合
は
、　

―
６
７
０

０３

０
―
１
１
４
４

※
平
成　

年　

月
４
日
〜
平
成

２６

１１

　

年
３
月　

日

２７

１６

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 

午
前
９
時
〜
午

後
７
時

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除

く
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
　

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と

す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
す
（
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
税
金
は
、
一
定
額
以
上

の
年
金
額
の
方
に
対
し
て
、
年

金
の
支
払
い
時
に
源
泉
徴
収
さ

れ
ま
す
。

　

源
泉
徴
収
の
対
象
と
な
る
平

成　

年
中
の
年
金
額
が
、　

歳

２６

６５

未
満
で　

万
円
以
上
、　

歳
以

１０８

６５

上
で　

万
円
以
上
の
方
に
は
、

１５８

　

月
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

１０ら
扶
養
親
族
等
申
告
書
が
発
送

さ
れ
ま
す
。　

月
初
旬
の
提
出

１２

期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
申
告
に
よ
り
、

翌
年
中
に
受
け
ら
れ
る
年
金
に

か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税

額
が
決
ま
り
ま
す
。
提
出
を
忘

れ
る
と
各
種
控
除
が
受
け
ら
れ

ず
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
税
額

が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。な
お
、

年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
方
は

確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号　

０
５
７
０
―　
０５

―
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） 
 
 
午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
（
月
曜
日
は

１５

午
後
７
時
ま
で
）

�
第
２
土
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

 

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
５
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２７年１１月大・小ホール
平成２７年５月その他の施設

�������������������������������������������������

一人前と表現した奥深い一言
　先日、緑豊かな狭山丘陵でランニングの指導
をしていて、ふと思い出したことがあります。　
　２０年ほど前、大学の女子駅伝チームの監督を
している時のことです。毎週土曜日になると、ト
レーニングをしている公園に、当時５０歳代ほど
の男性がゴミを拾いに来ていました。その男性
は、ボクシングの元世界チャンピオンの方でした。
　私はその方と次第に会話をするようになり、
「選手達に何か一言お願いします」と言ったと
ころ、快く受けていただきました。その方は、
選手達に「君たち、一人前になりなさい」と言
い、もちろん選手達は「はい！」と大きな声で
答えました。しかし、次に「では、一人前とは
どのような人間ですか？」と聞かれ、一同に困
った顔付きになり、何も答えられませんでした。
　実は毎週土曜日、この公園にゴミ拾いに来る
障害のある子ども達がいました。その方は選手
達に「この子ども達のようなことができます
か」と聞きました。選手達は「はい！」と答え
たのですが、その方はすぐに「では、あなた達
は何のためにゴミを拾いますか」と聞きまし
た。選手達は当然のように「公園が 綺  麗 になる

き れい

から」など、それぞれの意見を言いました。そ
の方は「そうだよな！我々はゴミを拾うことで、
綺麗になるなどの見返りがあるから拾うんだ。
でも、この子達はね、そこにゴミがあるから拾っ
ているんだよ。何も見返りは求めていないんだ。
私はね！このような純粋な心でゴミを拾ってい
る子ども達のお手伝いをしているだけなんだ」
と話し、バイバイと言って、ゴミ拾いに戻って
いきました。
　私は、元世界チャンピオンが「一人前」と表
現した奥深い内容に、言葉が見つかりませんで
した。選手達は素晴らしい話を聞くことができ、
監督として大変嬉しく思ったのでした。
　自然豊かなこの東大和市に住み、いつまでも
「純粋な心」を忘れずに過ごしていきたいと改め
て思いました。　　　　  （市民記者　大隈広貴）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています

うまべぇを 
　　日本一に！ 
ゆるキャラ    グランプリ 
2014にエントリー 

投票は 
こちら 
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ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414


